
第24回
日本臨床死生学会 年次大会

千葉県立保健医療大学　講堂・教室

2018年10月13-14日（土・日）

会場

大会テーマ
大会長
副大会長

企画（１）
企画（２）　
一般演題

緩和ケア領域における死生学探求の意味　「人生の終焉をサポートする」 
渡辺　敏（千葉徳洲会病院　緩和ケア科　部長）
安部能成（千葉県立保健医療大学　リハビリテーション学科　准教授）

スピリチュアルサポート
リハビリテーションアプローチ
終末期医療、在宅医療、スピリチュアリティー・死生観、臨床心理、社会福祉、　　
リハビリテーション、ＡＣＰ（アドヴァンス ケア プランニング）、安楽死・尊厳死
などに関して演題を募集します。

一般演題の応募締切：2018年7月9日（月）
詳細はホームページをご参照ください

http://www.jsct.org/24th/
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